
2026年6月20日

◆自己点検評価報告書(2025年度活動評価)
日産京都自動車大学校

※評価凡例　：　4．適切　3．ほぼ適切　2．やや不適切　1．不適切　Na．当てはまらない

車体特有項目

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

1-1
理念・目的・育成人材像は定め
られているか。

4

・理念・目的・育成人材像は、当大学校の「教育理念」及び「教
育方針」の形で、明確に定められている

・この教育理念・教育方針に則り、中期・年度の活動方針を展
開、教育活動に反映している。

・不定期ではあるが、環境をみつつ見直しを実施している。
(2013年に見直し実施)

・育成すべき人材像の検討を2017年に京都校内で再確認し、
年度計画に育成方策として入れている。

特になし。

a.ホｰムペｰジ(教育理念)

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

4

・業界のニｰズは、先端の整備技術・ノウハウ、また、お客さま
への対応技術・ノウハウを強く求めている。

・当大学校の理念も「時代をリｰドする技術力、人間力を兼ね
備えた自動車エンジニアの育成」であり、描く人材像としては
重なる。

・特に一級自動車工学科では、業界の変化はとらえて、エｰミ
ング調整等特定整備(先進運転支援システム)にかかわる授業
の導入を進めている。

・一級自動車工学科の育成について以下の方向で検討をして
きた。
1）国家一級資格の取得。
2）自動車の先進運転支援システムや電子制御システムの基
礎を論理的に理解し、応用・発展させ自己成長する能力の育
成を図る。

1）2026年3月の登録試験(学科・口述)は、受験者36名全員が
合格（合格率100％）となった。

2）学生フォｰミュラ大会は、第24回 学生フォｰミュラ日本大会
に参加し、EV部門13位(25チｰム中)の結果となった。
参加チｰムの内訳(国公立大学：10チｰム、私立大学：5チｰ
ム、海外大学：7チｰム、高等専門学校：1チｰム、専門学校：2
チｰム)となり、私立大学・専門学校の中ではトップクラスの成
績である。
 また、卒業研究では近隣中学校3校に「技術・家庭」の一環と
して、ギヤやリンク機構による動力伝達や電気自動車の内容
を2年生を中心に約600人に教えた。
学生が主体的に考え、行動できる学生の育成に成果が出た。

・業界のニーズを広く求め、当大学校の理念に沿った人材
育成を継続する。

・新しい整備士制度(総合)の取得にむけ、二級課程から全
校挙げて準備を進めていく。
　今後の車体、一級についても、早期から情報収集、カリ
キュラム検討を進める。

・学生フォーミュラ大会への出場を通じて、学生育成を継
続する。

a.ホｰムペｰジ
(学長メッセｰジ、教育理念)
b.販売会社アンケｰト
c.学生フォｰミュラ参戦資料

車体 3

・自動車整備・ボディリペア科においても自動運転等の先進運
転支援技術に対応したセンサｰ類の取り扱い、調整等の修得
の必要性を認識しており、授業ではバンパｰ脱着、ドアミラｰ交
換等での注意点等、新たに機器を導入することなく、授業に取
り入れていく。

・教員は塗装、板金等専門知識は十分であるため、今後は
先進運転支援技術の知識技術の習得を図っていく。

・昨年度は「電子制御装置整備の整備主任者講習」を受
講・諮問を受けた。受験者23名、合格者23名、合格率
100％であった。
   この講習の受講を開始して以来、初めて全員が一発合
格となった。

ｄ.車体教育課程編成委員会議事録
(2025/2開催)

基準1　教育理念・目的・育成人材像等
【1】理念・目的・育成人材像

【2】学校の特色

1-2
育成人材像は専門分野に関連
する業界ニｰズに適合している
か。

1



点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

2-1
理念等を達成するための運営方
針と事業計画を定めているか。

4

・理念、教育方針のもとに、中期、年度の計画・方針を明確に
定め、展開している。

特になし
※以下は、1-3の資料と同じ
a.中期計画(2021～2023年)
b.2021年度活動実績

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

2-2
設置法人は、組織運営を適切に
行っているか。

4

・学校法人及び日産・自動車大学校(※1）としては、【決定基
準】がその意思決定の権限基準を決めており、学校としては、
組織図が各権限基準を示している。

・各教職員の職務については、業務分担表が示しており、各ｰ
有効に機能している。法人本部と当大学校の役割分担も実効
性、効率を考え、必要に応じて見直しつつ運用している。

・「決定基準」の運用について経費処理を軸に内部監査を
開始、その結果を受けて、運用を整備していく。

・法人内のルｰルについても、細部、不足なものを明確化
し、引き続き整備していく。

a.組織図(日産自動車大学校)
b.組織図(日産京都自動車大学校)
c.決定基準(日産自動車大学校)
d.決定基準(日産学園)
ｅ.京都校規程
ｆ.京都校内規

※1：日産・自動車大学校～日産の冠を持つ5つの学校(3つの法人＝(学)日産学園【栃木校、愛知校、京都校】(株)日産自動車【横浜校】(学)愛自学園【愛媛校】)のアライアンス活動の総称。

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

2-3
人事・給与に関する制度を整備
しているか。

3

・人事・給与制度は整っており、各制度は必要に応じて適宜見
直されている。

・賃金昇給の配分や手当てについて、組合との労使協議
会にて毎年内容を協議し、運用に努めている。

a.就業規則

【2】運営組織

【1】運営方針・事業計画

【3】人事・給与制度

基準2　学校運営

【3】学校の将来構想

1-3
社会のニｰズを踏まえた将来構
想を描いているか。

4
a.中期計画(2024～2026年)
b.2025年度活動実績

・中期・年度の計画を策定する中で社会のニｰズにあわせた、
以下の将来構想を展開しているが、募集は苦戦。

1）整備技術の高度化対応⇒「一級課程へのシフト」
⇒定員を80人に拡大したが、応募者は減少傾向にあるため、
2019年度より75人に変更。

2）整備技術の多様化⇒自動車整備・カスタマイズ科の創設
⇒自動車整備・カスタマイズ科4年生が製作したカスタムカｰ
が展示会で優秀な成果をあげて卒業。
入学生も増加傾向

3）海外労働力の活用⇒「留学生の増員」
⇒2021年度より国際オートメカニック科(留学生3年制)を開講
し、34人が入学した。
　以降、入学生は拡大傾向にあり、2025年度は105名の学生が
入学。今後も応募者の増加が見込まれる。

4）在校生、卒業生から入学生紹介制度を行い、また、日本語
学校との提携を結び安定した人員を確保している。

・予定の募集員数に至っていない【既存の策・レベルでは、
整備士志望の低迷に追いつかない】

1）一級課程の付加価値として、日産インテリジェントモビリ
ティをはじめとする先進運転支援技術を学ぶ授業を2018年
度より順次導入している。また、卒業研究の充実のために、
研究の一つとして2018年度より学生フォミュラｰへの参戦準
備、2019年は本戦に進んだ。2020年、2021年は新型コロナ
の影響で大会は中止となった。2022年から大会が復活し、
2024年は2023年に引き続き「新車両」にて参戦した。総合
順位42位(75チｰム中)EV部門9位(21チｰム中)の結果と
なった。今大会ではEV参加の21チｰム中、12チｰムのみが
電気・機械車検に合格 ⇒ 動的審査に進んだ(京都校もこ
の内の1チｰム)。今年度は製作車両の旋回時の走行安定
性を向上させる取り組みを行う。

2）自動車整備・カスタマイズ科4年生が作成したカスタム
カｰを「東京オｰトサロン」「大阪オｰトメッセ」「Nostalgic
2days」に出展し、高評価・好成績を収めている。
学校をPRできる広告塔になってきた。

3）国際オートメカニック科が3年目となり、10月の登録試験
を控えている。全員合格に向けて、昨年度後半から学習を
スタートしている。登録試験の合格状況が日本語学校から
の評価にもつながることから、学年を問わず、国際オートメ
カニック科の全教員で一丸となって取り組む。

4）日本語学校へのPR強化と留学生向けの奨学金を設
定。在校留学生からの口コミも効果的と認識している。日本
語学校の連携や学生の口コミを通じて、優秀な留学生確
保を図る。

5）在校生、卒業生から入学生紹介制度、また、日本語学
校との提携により、引き続き安定した人員確保を図る。

6）日本人学生の減少、留学生整備士のニｰズに合わせ、
2027年度より、国際オｰトメカニック科を3クラスに増員。
2026年から募集を行う。
　約5割の整備事業場で整備士が不足しており、約1割の事
業場が既に運営に支障。留学生の整備士のニｰズは上が
り、国際オートメカニック科の増員により整備士不足を補い
たい。

7）学費面等にハｰドルがあるが、学内アンケｰト結果よりボ
ディリペア希望者が若干名いる。このニｰズに応えるため、
留学生を対象にしたボディリペアコｰスを2028年度に立ち
上げる。

2



点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス
・学生の自主性、主体性の育成度合いを定量的に判断す
るためPROG(ジェネリックスキル測定試験)を2019年度より
導入し結果分析を実施してきた。
　2026年度は自動車整備・カスタマイズ科もルーブリック評
価を導入する。これに伴って、PROGによる分析評価から
ルーブリック評価に移行し、全課程全学年で学生の育成度
合いを定量的な判断に活かしていく。

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

4

・適切な水準にあると考えている。

・2026年度より整備科1年生、国際オｰトメカニック科1年生
において単位制の運営が始まる。単位制に伴う授業時間
数見直しのほか、一般科目も設定し、カリキュラムの充実を
図る。国際オートメカニック科は、1年生、2年生に「日本語
講座」を新たに設置し、教員による整備士に必要な日本語
教育を充実させる。

・国際オｰトメカニック科においては、今年度初めて2年6か
月のカリキュラムを終え、10月の国家試験を始めて受験す
る。早期から国家試験対策を実施し、10月の試験で全員
合格を目指す。

・2026年度から3月の国家試験が2週間前倒しとなる。その
ため、整備科2年生、一級4年生の授業カリキュラムの見直
しを諮り、国家試験の全員合格に向けて取り組んでいく。

車体 2

・自動車整備・ボディリペア科は、先進運転支援技術分野で、
車体整備士に求められる知識・技術の必要な部分を選定し実
習授業への落とし込みを検討中。

・自動車整備・カスタマイズ科は、FRPによる加工、製品製作
は新たな手法での作業も10年目となり、教える教員側のスキル
も向上。
　今年度よりカスタムカｰの内装の質感の向上のため、植毛塗
装機を導入する。
また、日産自動車から講師を招いて「クルマを開発する上で必
要なタｰゲットカスタマｰの設定等」の講習を受講し、タｰゲット
カスタマｰを定義することにより製作する車両のコンセプトも明
確になった。

・製作車両のコンセプト(タｰゲットカスタマｰを設定することで
より明確に)を実現することにより、車両製作の方向性が定まり
仕上がりの良い車両が完成した。

・東京オｰトサロンでは入賞できなかったが、大阪オｰトメッセ
では出展車両のうち1台が毎年入賞している。

・自動車整備・ボディリペア科教員の先進運転支援技術に
ついての知識・技術の習得を進めている。
 
・基本技術も、現場のニｰズの変化に併せ、フレｰム修正を
含む骨格板金等から、FRPを使用した部品製作やラッピン
グ等の軽作業も実習に含める検討をしている
 
・3年前より実施している「ラッピング講座」は、産学連携授
業となるように外部講師を招いて実施している。
   一昨年度より「ガス溶接技能講習」「アｰク溶接技能講
習」「有機溶剤取扱主任者講習」を産学連携授業として実
施している。

・自動車整備・ボディリペア科教員にも電子制御装置整備
の整備主任者資格講習の受講やNbc講座の受講を検討
する。
　今年度、自動車整備・ボディリペア科教員は電子制御装
置整備の整備主任者資格講習の受講・諮問の受験を検討
する。

・2026年度3月の国家試験から日程が前倒しとなることに
伴って、自動車整備・ボディリペア科の授業実施時期の見
直しを図り、国家試験の全員合格を目指す。

ｄ.車体教育課程編成委員会議事録
(2025/2開催)

3－1
理念等に沿った教育課程の編
成方針、実施方針を定めている
か。

3
a.2021年度計画【教育部】
b.2021年度PROG結果
c.2023年度ルｰブリック評価表

3-2
教育目的、目標に沿った教育課
程を編成しているか。

【1】目標の設定

a.学びの樹
b.実習ＳＴＤ(スタンダｰド)
c.授業計画書
d.3つのポリシｰ
e.2022年度卒業論文集

基準3　教育活動

【2】教育方法・評価等

・理念、教育方針に沿って教育課程の編成・実施方針を策定
することを基本としている。2019年度より教育の質の向上を図
るために、ディプロマポリシｰ、カリキュラムポリシｰ、アドミッショ
ンポリシｰの3ポリシｰを整理し、それに適った方策を実施して
いる。主に学生の自主性、主体性の育成に重点を置いてい
る。

・2017年度で整理した3つのポリシｰの実現に向けて、2018年
度から3年間、授業、生活指導を通して、学生の自主性、主体
性を育成してきた。

・2022年度より、学習の達成度を表を用いて測定するルｰブ
リック評価方法を開始。学習を評価する方法としては、ペｰ
パｰテストが一般的である。ペｰパｰテストだけでは学習者の
やる気を引き出せず、評価できる範囲も狭い。ルｰブリック評
価を行い、学生の「技能」「思考力」「判断力」といった実戦で
ので評価の他、「興味・関心」「意欲」「態度」といった課題への
取り組み姿勢を評価に取り入れ、自主性、主体性の育成に注
力している。

・2023年度より、実習レポｰト評価をルｰブリック表で評価(15点
/100点)、実習行動評価(取り組み、片付け、コミュにケｰション
(15点/100点)を行い実習試験に反映している。
　事前に学生展開を行い、自主性・主体性を促し教育を継続
している。

・2024年度から国際オｰトメカニック科の留学生に対しても、
ルｰブリック評価を行い自主性・主体性を育む取り組みを行っ
た。

・2025年度より一級自動車工学科。自動車整備・ボディリペア
科においても、ルｰブリック評価を開始した。

・学科、実習共に、学生が修業年限で到達レベルに達する為
に理解しやすいよう、教える内容、教える時間、内容のポイント
を体系化した標準カリキュラム、学習シｰトを保有(実習は実習
内容を体系化した実習スタンダｰドを保有)

・実際使用するカリキュラムは各校の教務、教科リｰダｰが各
校の事情に合わせ一定の範囲内でカスタマイズしている。

・教科書改訂や企業のニｰズ等を定期的にチェックし、毎年、
次年度に向けて、改定すべき点を確認し、毎年、日産5校でカ
リキュラム改善の検討を行い、幅広く見直しを行っている。

・更に学校でこそ行える、より本質的であったり専門的な教育、
更に学ぶ者がより達成感を得られるような教育内容(特に実習
授業)を2017年度に検討した。19年度は検討内容をベｰスにし
て、自動車整備科にて実習授業は25人のグルｰプ単位で実
施することを多くした。それにより学生、教員とのコミュニケｰ
ションが活性し、学生に集中力も向上した。

・整備科は4ローテーションの実習(32テｰマ：1テｰマ25時限)を
3ローテーション(24テｰマ：1テｰマ33時限)に変更。時間を掛
け原理原則から応用まで指導を行う。

・国際オｰトメカニック科の1年生に対しても、整備科(日本人)と
同等の実習カリキュラム、学科カリキュラムを実施。留学生単
独クラスのためポイントを絞った内容を分かりやすく説明。

・一級課程はより魅力的かつ人財育成に効果的な教育として、
学生へ卒業研究の課題を与え、週1回の研究日を設定してい
る。2019年度から学生フォミュｰラｰ日本大会への参戦を果た
し、更に卒業研究論文集も毎年作成している。2021年度以降
は、更なる研究の充実を図るために、外部から講師を招き研
究手法や課題解決手法を学び、2カ月に1回程度報告会を実
施することで進捗状況の確認や、抱えてる問題点を検討する
ことで、発表時の内容も充実している。
　また、学生フォｰミュラ活動では、日産自動車株式会社から
講師を派遣していただき、設計⇒製作⇒実験⇒確認⇒修正
のようにモノつくりの考え方について学んでいる。

・2022年度からChromebookを新入生に配付し授業等で活用し
ている。一斉学習、個別学習、協働学習、レポｰト作成、宿題
等家庭学習を取り組むことで学習効果を上げている。

3



点検小項目 評価 ア現状認識・評価等 ウ課題とその解決方向 参考資料

4

・成績評価・認定、その先の進級、卒業の基準も明確になって
いる。3つのポリシｰにて、各課程のディプロマポリシｰを明確に
している。

・教職員にポリシｰの浸透に向けて、遅刻率1.5％に目標をお
いて授業、指導を各教員の方策におとして実施した。

・全体としては目標を満足したが一部の学年において、メンタ
ル面で長期欠席も発生した。

・2025年から国際オｰトメカニック科(留学生)においても、行動
評価を行った。

・3つのポリシｰにそった人財育成のツｰルとしてPROG(ジェ
ネリックスキル測定試験)を2019年度より導入している。導入
当初は「入学時、卒業時の2回」であった。その間の取り組
みと効果測定を実施するため、各学年の年度末に追加実
施している。
(2年課程3回：入学時、1年次2月、2年次2月、3年課程4回：
入学時、1年次2月、2年次2月、3年次2月、4年課程5回：入
学時、1年次2月、2年次2月、3年次2月、4年次2月)。

・進級時及び学年終了時にPROGの数値変化や改善ポイ
ントのFbと面談を行うことで、人間性の成長具合を確認す
る。

・2022年より、学習の達成度を表を用いて測定するリｰブ
リック評価方法を実施した。学生には事前に評価内容を掲
示し、また、評価を公表し改善を促す取り組みを行い、自
主性、主体性の育成に注力している。

・2023年度より、実習レポｰト評価をルｰブリック表で評価(15
点/100点)、実習行動評価(取り組み、片付け、コミュにケｰ
ション(15点/100点)を行い実習試験に反映した。
　事前に学生展開を行い、自主性・主体性を促し教育を継
続している。

・2024年度からは学生個ｰの行動を評価する「アクション
シｰト(行動評価シｰト)」を作成し、学生の自主性、主体性
の育成に注力している。

a.学則
b.学ナビ
c.2020年度教育部活動計画
e.ルｰブリック評価表

4

・3つのポリシｰに沿った教育を継続実施。自動車整備・カスタ
マイズ科については、卒業要件に沿った教育を実施。

・卒業要件に謳っている人間性の達成度を明確にするため
に、レｰダｰチャｰトを導入した。

・2019年度より導入しているPROG(ジェネリックスキル測定
試験)の測定数値を過去に遡り、修業年度次ごとに集計す
ることで人間性の成長具合を数値化して確認する。

・4年間のPROGデｰタの数値変化を振り返り、学生本人の
成長具合(成長している部分、滞留している部分)をフィｰド
バックすることにより、自分の長所と短所を理解させる。
整備科が「アクションシｰトによる学生育成」にシフトしてい
るため、自動車整備・カスタマイズ科用のアクションシｰト
を作成・実施を検討している。

c.自動車整備・カスタマイズ科卒業
要件

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

3-4
目標とする資格・免許は教育課
程上で明確に位置付けている
か。

4

・すべての法定教科は目標とする資格(国家一級、国家二級、
国家車体)に繋がるものであり、年間カリキュラムに織り込んで
明確に定められている。直前の国家資格対策もカリキュラムに
織り込んでいる。

・2年間、3年間、4年間の中で、上記カリキュラムで履修した内
容の理解度確認を定期的に統一試験として実施。併せて直
前の国家試験対策でサポｰトしている。

・前年度の結果を踏まえ、週1回留学生の日本語力の底上げ
勉強会を行いフォロｰアップを行った。

・2025年度の登録試験結果は、国家一級小型、国家二級ガソ
リン、国家二級ジーゼル、国家車体のすべてで合格率100％
を達成した。

・留学生は日本語能力の低さが大きく影響する。入学時より
継続的に日本語能力の向上を図る必要あり。

・ハンデキャップを持つ学生への配慮について、学生本
人、保護者と連携を密にとり、カウンセラｰや地域支援セン
タｰのアドバイスもいただき検討していく。

・必要に応じて、スクｰルカウンセラｰとのカウンセリングを
通じて、不安な状況をを取り除いていきたい。

a.年間計画(カレンダｰ、凡例)
b.統一試験
c.特訓計画

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

4

・必要な資格、一定の専門性を有した教員を常勤で確保。

・専門性や教授力向上の為の、力量の把握や、教育にも力を
入れている。

・現在、国家一級資格保有者は、教員の6割。2023年度より資
格取得サポｰトを強化し、保有者を増やす活動を開始した。

・新技術や業界の新しい仕組み等を学ぶ研修は、日産自動車
主催の各種研修に定期的に派遣している。

・昨今、企業就職後に自発的な行動ができない、対人関係が
作れない等の理由で早期に離職してしまう卒業生が増加。

・メンタルが弱い、コミュニケｰションが取れない、人間関係を
作れない等の問題を抱えた学生も入学してくる。

・学生の多様化においては、2020年度、2022年度に受講した
「メンタルヘルスマネジメント研修」で学んだことがらを生かし、
学内全体で連携して具体的な実務に落とし込まれ特性を持つ
学生の育成の一助になっている。

・2024年度は「メンタルヘルス研修アドバンス講座」として、基
礎研修を受講した学級担任に計画し、受講した。

車体 4

・車体課教員においても十分な企業での車体整備経験を有し
ており、資格も車体整備士資格を取得済みである。

・車体課教員についても「メンタルヘルスマネジメント研修」「メ
ンタルヘルス研修アドバンス講座」を受講し、学生の育成に活
かしている。

3-3
成績評価・修了認定基準を明確
化し、適切に運用しているか。

3-5
資格・要件を備えた教員を確保
しているか。

・教員の国家一級資格取得サポｰトは、2024年度以降も継
続している。
　2024/3：筆記試験(口述試験含む)2名合格
　2025/3：同様に3名合格
　2025/8：実技試験に5名合格。
  2025/11：国家一級整備士5名誕生

・ベテランの教員がマネジメント職に昇格している為、新任
教員を補充している。その為、教師力、授業力が低いこと
に課題があり、研修等で向上させることが急務になってい
る。

a.教員資格一覧
b.教員研修計画
c.教員研修報告

【3】成績評価・単位認定等

【5】教員・教員組織

【4】資格・免許の取得の指導体制

4



点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料

4-1
就職率の向上が図られているか

4

・就職(求職)対象者全員に対して、就職を斡旋し、毎年、日産
販売会社を中心に100％の実績を上げている。

・就職対象者全員の、受験状況ならびに内定までの状況をリ
アルタイムに把握しつつ100％を目指す体制を敷いている。

・入学当初から整備業界の説明、日産販売会社の仕事内容
等、就職を意識させる授業を行っている。

・2025年度よりオープンスクールを開始。日産販売会社の採用
担当者などにお越しいただいて、日常の学校授業を見学して
いた抱いている。休憩時間等を利用して就職相談を開催し、
企業と学生双方の理解促進の場としている。

・就職に向けての意識付けと就職が決まったその後の取り
組みについて、従来から存在していた、就職へ向けてのス
テップを見直し、就職への意識付けから受験・内定後の取
り組みまでの現在の授業にさらに磨きをかける。

・学生にとっては企業を知る機会を増加させ、日産販売会
社にとっては企業を知る機会を増加させ、それぞれがwin-
winの関係となるように参加企業の増加に努める。

・2026年度は就職ガイダンスを「就職フェア」として大規模
に開催し、学校および日産販売会社が一丸となって学生の
就職を強力に後押しする計画を進めている。

a.就職概況
b.就職進捗表

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

4-2
資格・免許取得率の向上が図ら
れているか

4

・資格取得において、日産5校で指導計画を共有し統一試験
実施等、連携した取り組みをしている。【一級、二級、車体とも
に】

・前年度の結果を踏まえ、週1回留学生の日本語力の底上げ
勉強会によりフォロｰアップを図った。

・2025年度の登録試験結果は、国家一級小型、国家二級ガソ
リン、国家二級ジーゼル、国家車体のすべてで合格率100％
を達成した。

・国家一級整備士資格は、前年度同様、4年生にてほぼ毎日1
時限目を国家試験対策の学科授業として、早期より対策を
打った。更に模擬試験内容も見直して、過去問題の完全理解
と難易度の高い(理解していないと解けない)問題等での学習
や早期の放課後補習に取り組んだ。

・国家二級整備士資格は、オンデマンド教材を併用しながら、
効果的に学習を行った。

・留学生に対して、4月からの国家二級の補習を行なった。

・国家二級整備士試験の結果は、ガソリン、ジｰゼルともに
全員が合格したが、暗記に頼らずに問題を解けるよう、引き
続き日本人及び留学生補習の内容を改善する。

・2024年度に立ち上げた国際オｰトメカニック科(単独の3年
課程)は、最終学年となった。早期から国家試験合格に向
けて日本語と国家試験の両面から学習を深めている。10月
の国家試験で全員合格を目指しているが、　万一不合格
の場合であっても3月の国家試験でフォローを行い、国家
二級資格を全員取得させる。

・国家一級については、昨年同様過去問題の完全理解さ
せるために模擬試験の見直しを徹底した。また、クラスの高
い正答率の問題を低位学生が間違っていないか確認し、
間違っている場合は理解できるまで取り組ませた。
今年度は昨年度よりも特別養成講座(国家試験対策)を一
か月前倒しで実施し、受験者全員が合格した。

・二級補習運営において早期補習を行い、余裕をもって試
験に挑み全員進級、全員合格ができた。

資格別、年度別合格率一覧

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

4-3
卒業生の社会的評価を把握して
いるか

4

・企業アンケｰト(卒業生の評価)や、企業訪問時(教育担当者
との意見交換等)、就職先での技術大会への選抜状況等を通
じて把握している。

・就職先企業の社内技術大会において、高い評価を得ている
(特定メｰカｰ社内大会で全国優勝等)

・卒業生に対するアンケｰトで、卒業生全体の状況を、企業訪
問時(インタｰンシップ訪問等)、就職先での資格取得状況等
で、個ｰ人の状況・評価を把握している。

・昨年に引き続き、企業の教育担当者に卒業生の評価を
伺うとともに、弊校教育の方向性について意見交換を行な
い、学校が育成する学生像・育成している内容等を共有し
た上で企業での学生の社会的評価の確認に繋げていく。

a.企業アンケｰト
b.卒業生アンケｰト
c.販売会社懇談会議事録

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

5-1
就職等進路に関する支援組織
体制を整備しているか。

3

・学務部職員と教員とが連携し、学生の支援は円滑に行われ
ている。(求人情報の取得から、教員・学生への展開はスムｰ
ズであり。企業別・個人別の進捗状況は、リアルタイムで確認
され、学生と連携している。)

・学務部にて、校内のメジャｰな就職先の企業ガイダンスの実
施。
企業情報の提供、企業訪問、会社説明会の展開も行ってい
る。
(企業情報を一同に比較できるよう公開し、情報提供も充実し
ている)

・クラス担任との学生個別面談(就職先企業選択等)・学務部
職員との個別面談(就職先企業の情報確認等)によるアドバイ
スを適宜行っている。

・クラス担任・学務部職員・外部講師により身だしなみ指導、履
歴書の書き方から面接試験等のトレｰニングまで実施し、体系
的に就職教育、指導を行っている。

・学生の就職意欲に差があるため、従来通り就職先選択の
重要性等継続指導していく。また、企業連携として企業から
講師を招き、やりがい・目標等職業の魅力や新技術の体験
等を伝えて職業観を持たせる。個ｰの企業情報は、個社か
ら情報をいただき、活用しているが、引き続き拡大検討が
必要。

・夏休みの企業訪問は今後も行い、早期から企業側との接
点を持たせる。また、学生アルバイト等更なる企業との接点
開拓を検討。 ,

基準5　学生支援

【3】卒業生の社会的評価

基準4　学修成果

【2】資格・免許の取得率

【1】就職率

【1】就職等進路

5



点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

5-2
退学率の低減が図られているか

3

・担任、副担任による四半期ごとの学生面談にて、学生の悩
み、不安を把握して、アドバイス。

・自動車整備科では25人グルｰプでの実習により学生と教員の
コミュニケｰション活性化、更に学生の授業取り組み状況の確
認と学年での共有。

・学校カウンセラｰの活用により、学生にメンタル的な悩み、不
安の相談機会を増やす。(2018年度より2019年度は1.5倍、2020
年度はさらに1.5倍ほど増加)カウンセラｰから教員へ学生との
かかわり方のアドバイスも実施したことで教員の知識と対応力
が向上した。

・昨今、入学前より精神面での課題を持った学生も入学し
てくることが多くなっている。入学前に高校での聴き取り、保
護者からの聞き取り等をして、事前情報の入手して適切に
対応できるようにしている。

・担任、副担任は四半期ごとに課題のある自クラスの学生
全員との面談を行い、学生状況の把握と成績、生活面で
の相談を聴くことを継続している。

・最近のハラスメント対策等の必要性論議を受け、2017年
度より、学生相談窓口を開設し、いつでもメｰルでの相談を
受けられる体制を整備しスタｰトした。更に教職員へは、月
1回のセルフチェックを実施し注意喚起している。
また、年1回のハラスメントアンケｰトを全学生対象に実施し
ている。

・最近は特性のある学生の入学が増加傾向にある。現在ま
での面談中心の学生指導では、カバｰできなくなっている
の現状である。
   特性がありそうな学生をスクｰルカウンセラｰにつなぐこと
により、学生が抱えている特性を少しでも理解し、ある一定
範囲の配慮を実施している。
    2025年度 休退学者  総数20名  在籍率  96.5％
対応可能な休退学者   0名   休退学率  0％   対応不可
能な休退学者 20名    休退学率 3.4％

・今後も上記の取り組みを継続して意識を高めていく。

a.退学状況

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

5-3
学生相談に対する体制は整備さ
れているか

4

・各正副担任が、学校側からの定期・不定期の学生面談を
行っている。また、学生の相談にも応じている。
(教員に対しては研修を実施し、スキルアップの機会を設けて
いる。)

・最近のハラスメント対策等の必要性論議を受け、2017年度よ
り、学生相談窓口を開設し、いつでもメｰルでの相談を受けら
れる体制としている。

・学校のカウンセラｰは定期(1回～2回/月)の体制で実施して
いる。

・2020年度には、「メンタルヘルスマネジメント研修」を開始。全
教員が受講することにより、教員自身の対応力にとどまらず、学
校として対応できるよう取り組んでいる。

・2023年度には「アンガーマネジメント研修」を実施し、教員の
対応力向上を図った。

・メンタル等の問題を抱える学生は、増加傾向にある。
学生カウンセリングの増加対応については相談日を3日間
に増やす等、柔軟に対応している。今後も継続的な対応と
する。

・「メンタルヘルスマネジメント研修」「メンタルヘルスアドバ
ンス講座」で得た知識を、学内全体で連携して継続的に
アップデートを図ることが必要。

特になし

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

3

車体 4

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

5-5
保護者との連携体制を構築して
いるか。

4

・学生の勤怠、学業、生活態度、トラブル等、懸念されること
は、主に電話にて保護者と綿密なコミュニケｰションを図って
いる。今までレタｰで保護者連絡していたが、学校ホームペー
ジを刷新し、保護者向けペｰジを開設。保護者への遅滞ない
情報提供を進めている。

・ケｰスによっては、保護者面談、家庭訪問等を行い、学生情
報の共有、指導方法、進路相談等について連携をとってい
る。

・保護者、学生への緊急連絡の手段として各教員へIPフォ
ン(050)の導入を2018年度より開始。

・今後、費用、時間の削減のために学校ホームぺージから
の情報提供をより進めたい。

a.学生動向報告
b.保護者レタｰ
c.学校ホームぺージの保護者向け
ペｰジ

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

5-6
卒業生への支援体制を構築して
いるか。

3

・企業の採用担当者から、随時、直近の卒業生の現況確認を
行い、問題があれば、個別にサポｰトをしている。

・制度は存在しないが、卒業生から相談があれば、随時対応し
ている。(就職先の相談等)

・校友会(同窓会)と連携し、校友会の学校ホームぺージからの
卒業生の再就職支援の案内を開始した。

・今後も、校友会と連携して、卒業生の動向等を把握する
中で、支援体制を検討していく。

a.校友会体制表

【2】中途退学への対応

・分納制度、高等教育修学支援制度のニｰズも高く継続し
て対応していきたい。

・販売会社奨学金のスキｰムも徐ｰに拡大されて来ている
為、学生(高校生)に対して訴求し、サポｰトしていきたい。

・留学生の学費納付については、母国からの仕送り状況や
アルバイト状況により柔軟に対応していきたい。

・内定先からの奨学金制度も活用していきたい。

・国の高等教育修学支援制度、日本学生支援機構の奨学金
制度、弊校独自の特待生による学費減免制度、遠隔地学生
の寮費の減免制度、その他資金融資制度を設けている。
　また、留学生への学内・学外の奨学金制度を設けている。企
業からの奨学金制度の紹介を実施している。

・分納制度は2016年度より実施。

・2017年度より高等教育修学支援制度<給付・減免>を実施
　(自動車整備・ボディリペア科、自動車整備・カスタマイズ科
は2019年より)

・2025年度より多子世帯に向けた案内・手続きを実施

・地域が行っている独自奨学金の紹介を実施

・企業等が行っている留学生への奨学金の紹介を実施

a.募集要項(奨学金/分納制度)
b.就学支援奨学金の案内
c.企業奨学金制度の案内

【3】学生相談

【4】学生生活

【5】保護者との連携

【6】卒業生・社会人

5-4
学生の経済的側面に対する支
援体制を整備しているか。

6



点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

6-1
教育上の必要性に十分対応した
施設・設備・教育用具を整備し
ているか。

4

・カリキュラム対応/新車・新技術対応ができるよう年ｰの整備・
更新している。むこう3年間の中期での設備投資を計画してい
る。

・実習後の車両整備、定期の機器の点検整備を実施してい
る。
施設、設備の更新については、教育上の必要性に鑑み、中期
計画、年度計画を通じて、計画的な更新を行っている。
機器の整備については、専門業者による定期のメンテナンス、
教員による実習後の復元の体制で維持している。

・2019年度から実習場の整理整頓と工具室での工具、テス
タｰの管理を開始。工具の紛失を無くし、学生への整理整頓
の意識付けを行っている。

・投資効率の高い(投資額は少なく、教育効果が高い)計画
とするため、教科担当教員と相談の上、優先順位を付けて
見直しをしていく。旧型の教材(現行車に対応していない)や
傷みの激しい教材の更新を優先的に実施中。

・その他の教材のメンテナンスについては、定期的にフォ
ロｰしていく。

・工具室での工具、テスタｰの管理は、管理者は学年で決
めて、徹底していく。

a.設備投資計画表

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

6-2
学外実習・インタｰンシップ、海
外研修等の実施体制を整備して
いるか

3

・学外実習(新入生研修/国内研修等)・インタｰンシップ(各課
程最終年次)を実施している。
各ｰ実績を把握し、教育効果を確認している。
(一級のインタｰンシップは評価システムがある。その他イン
タｰンシップ/学外実習も実施後のレポｰトで確認を行ってい
る。)

・海外研修については、保護者の経済的負担を考慮して2年
次の全員参加での開催は2019年度から行っていない。

・一級自動車工学科のインタｰンシップは、養成施設にお
いて指定基準があり、それに沿って実施内容が決まってい
る。
一級以外のインタｰンシップ(内定者研修)では、引き続き
企業と連携を取り教育上必要な内容について実施してい
く。

・2019年度に海外へ希望学生に学校から旅行社を紹介す
る形に海外研修のやり方を変えたが、希望者が少なくツ
アｰ催行とならなかった。経済的な課題もあり、学生のニｰ
ズも少なくなっていることから廃止している。

a.インタｰンシップ計画表(一級自動
車工学科、自動車整備科)
b.年間計画(カレンダｰ、凡例)

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

6-3
防災に対する組織体制はを整備
し適切に運用しているか。

3

・火災に対する体制は整備されている。

・自衛消防隊を組織し、火災または地震に対して対応出来るよ
うにしている。万一のために防災倉庫も保有している。

・通学途中、その他でバイク・自転車による事故が年間数件発
生しているため、長期休暇前には啓蒙活動を実施している。
近隣警察署から交通事故防止の講習会を実施して事故の”
怖さ・悲惨さ”などを伝えている。

・大規模災害(大地震)に対する対応マニュアルを完成。そ
の他の災害に対するマニュアルを今後整備していきたい。

・校内での実習車を含める車両には、誘導員の徹底など事
故防止に努める注意喚起を引き続き進める。

・地震対策として、ロッカｰ、棚、落下物の固定、危険物の
管理などを行っているが、まだ不十分であり、引き続き対策
を行う。

a.防火訓練計画・要領
b.防災組織表
c.防災マニュアル。

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス
・例年通り適正(年度計画を作成し、目標に対する諸活動を明
確にしている)に行い、目標：220名に対し228名の入学者を確
保する事ができた。
特に2025年度の活動では、日本人入学生と外国人留学生の
割合が留学生が上回る結果となり、留学生の整備士希望者の
強いニｰズを感じている。
日本人学生も25/4入学：122名⇒26/4入学：86名と大幅に減
少。反面、留学生は25/4入学：126名⇒26/4入学：142名と増
加した。

【2025年度の方策の実施状況】
1）エリア担当者を増員し高校訪問活動を強化し、足元の近畿
エリアを中心に強化を図った。

2）昨年に引き続き販売会社との連携による応募希望者の更な
る誘引活動を行った。

3）留学生確保対応
高校の訪問と同様、日本語学校の定期訪問の強化と新規校
の開拓を実施。出張説明会などを実施し、多くの留学生をOC
に誘引した。(参加数：732名)

・18歳人口全体の人数が減少している中で、専門学校特に自
動車整備士を目指す学生は日本人減少は当面加速すると思
われる。

・2026年度も同様、日本人確保については、大きく改善を見
込める要素がないが、留学生については自動車整備人気は
さらに加速する事が予測される。

【2026年度方策】
1）日本人学生の獲得強化
・エリア長の追加と担当エリア見直し(近畿エリアで1名の追加)
・訪問活動の強化(指定校推薦書など訪問により案内と定期
敵的なコミュニケｰション)
・日本人紹介制度の実施(在校生の友知人の紹介活動)
＜近隣エリア＞
・近畿圏を中心とする近隣エリアの高校との連携を強化。
・販売会社との連携活動を強化。(同行訪問・出張授業など)
・近畿圏で最も18歳人口の多い大阪エリアからの入学者増加
策の実施。(エリア担当者の増強など)
・年度対象者だけではなく、高校1年生や2年生。中学生や小
学生など低年齢層へのアプロｰチを強化し、「クルマ好き」を
増やす取り組みが必要。
＜遠隔エリア＞
・販売会社との連携活動。(現地説明会の実施など)

2）留学生確保の取組み
・日本語学校での独自出張説明会の強化。(説明会⇒OCへ
誘引)
・日本語学校とコミュニケｰションを取り、入学者や卒業見込
み者の把握。進路決定のサポｰトを実施し、業界の理解を深
めてもらえる提案を実施。(状況把握⇒連携強化)
・留学生の紹介制度実施
留学生のネットワｰクは広く、友知人の紹介の声は多い。留学
生の自動車の憧れは強く、自動車の学びや将来日本で働くこ
とを希望する学生に学校を知ってもらう機会を増やす。

車体 3

・2025年度、自動車整備・カスタマイズ科では2台のカスタム
カｰ制作を行い、大阪オｰトメッセ、東京オｰトサロンその成果
を披露した。

・制作車両において、関係者からの評価は非常に高く、大阪
オｰトメッセでは人気投票10位を獲得した。それらを活用し
YouTubeへの動画告知・学校ホームぺージ・チラシ送付等で
告知活動を実施し、課程の魅力PR。

・自動車整備・カスタマイズ科はOC参加者や学校生説明会の
アンケｰトなどでも人気の課程となっている。

・自動車整備・カスタマイズ科は一定数を確保できている
が、自動車整備・ボディリペア科希望学生は、2025年入学
者で18人(2024年：17人、2023年：5人、2022年：8人)と安定
しない。
引き続き、オｰプンキャンパスなどPRのタイミングで自動車
整備・ボディリペア科・自動車整備・カスタマイズ科の告知
強化を図る。在校生についても、自動車整備科から進学希
望者を誘引、車体系課程からの離脱を防ぐために活動PR
を強化する。

・上級課程進学では、一級課程入学者の減少が課題と
なっていたが、今後の新技術などの対応が必要となるため
PRを強化、2025年の入学者は増加した。今後も引き続き、
教育部と連携し訴求を図る。

a.募集方針書

4
a.募集方針書

基準6　教育環境

【1】学生募集活動

7-1
学生募集を適正、かつ効果的に
行っているか。

【2】学外実習等

【1】施設・設備等

基準7　学生の募集と受入れ

【3】防災・安全管理

7



点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

7-2
入学選考基準を明確化し、適切
に運用しているか。

4

・AO入試、一般選考、推薦選考すべて、基準に基づき公平に
合否判定を行っている。

・アドミッションポリシｰを整理すると共に、それの実現に向けた
方策の検討を行った。

・留学生の受験者が増加する中、入学課程に合わせた日本語
能力試験問題(N2レベル/N3レベル)を作成し、レベル判定の
基準が整ってきた事で早い段階での受験者と後半の受験者
でも合否の判断がスムｰズになり、安定的な運用ができるよう
になった。

・判定レベルの基準が整ってきたが、留学生の受験者が増
加した事でより高いレベルの学生を選抜する事が出来る環
境になってきた。そのため受験期による判断が難しい状況
となっている。

a.入試面接表合否判定資料
b.日本語学校指定校案内文書

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

7-3
経費内容に対応し、学納金を策
定しているか。

4

・妥当と認識している。
(教育内容、世間相場を考慮して改正をおこなっている)

・高等教育就学支援制度の減免金額を参考に授業料とその
他学費の見直しをした。(合計の学納金額は変わらない)

・留学生クラスを「国際オｰトメカニック科」とし、学費含め運用
方法を変更。年間授業料も3年間均一で82万円/年としたこと
で支払いの遅れなども減少した。

・就職内定先より内定者向けの奨学金制度を設定する企業が
出てきたことで、就職先の選択資し、上手く活用する学生が増
加した。

・留学生クラスの変更を行ったが、経済状況の厳しい留学
生はまだまだ多い。日本人のような学費支援制度が少ない
ため、日本語能力試験N2合格による奨学金や留学生対象
のオリエンタルバイオ奨学金(25万円)の希望者は多い。

・内定者向けの奨学金制度を設定していただく企業が増加
するよう働きかけを行っていく。

a.募集要項b.留学生寮費サポｰト

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

8-1
学校及び法人運営の中長期的
な財務基盤は安定しているか

3

・留学生の学生数の増加に対して事業計画の見直しを毎年
図っている。

・学生募集は留学生の受け入れが増加している。意欲と経
済的に安定している留学生の入学を増やしたい。
更に「学校の将来構想」「教育の質の向上」「学生募集活
動」等の成果から、選ばれる学校になれるようにPRする。

a.資金収支計算書
b.事業活動収支計算書
c.貸借対照表

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

8-2
教育目標との整合性を図り、単
年度予算、中期計画を策定して
いるか。

3

・教育を円滑に進めていくために必要な資源を確保し予算を
策定しており、有効、かつ妥当なものになっている。

・中期計画ではコストを抑えた運用と総学生数の維持が必
要。更に募集を伸ばす方策検討が必要であり、事業計画に
あった学生数の確保が課題。

※以下は、1-3の資料と同じ
a.事業計画(2021年)
b.2021年度活動計画

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

8-3
私立学校法及び寄附行為に基
づき適切に監査を行っている
か。

4

・適正に行われている。
(公認会計士/監事が監査。6月の理事会評議員会で報告。)

・2017年度より経理内部監査を実施。運用の適性化に貢献し
ている。

・2025年度から会計監査人による監査体制となる。

・新会計基準に合致した運用へと確実に切り替えていく。

a.監査報告書

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

8-4
私立学校法に基づく財務情報公
開体制を整備し、適切に運用し
ているか。

4

・学校ホームぺージに公開(毎年7月に更新)

・公開内容：資金収支計算書・消費収支計算書・貸借対照表

・特になし

a.財務状況(学校ホームぺージ)

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

9-1
法令や専修学校設置基準等を
遵守し、適正な運営を行ってい
るか。

4

・本校は、学校教育法、専修学校設置基準、一種養成施設認
定規則、などの該当する法令には準拠しており、適正な運営を
図っている。

・学生の法令順守という意味では、近年社会問題にもなってい
る車両の違法改造、道交法の順守について、啓蒙活動は強
化しているが、交通事故のように目立った減少を見ないものも
あるため活動を継続する。また、未成年の飲酒、喫煙について
も注意喚起を行っている。

・情報のセキュリティや、個人情報保護については、システム
的な保護、教職員への周知の両面で徹底してきており、トラブ
ルは発生していない。一方、学生に関しても、啓蒙活動を継続
しており、ツイッタｰなどＳＮＳでの学生のトラブルは落ち着いて
いる。

・薬物乱用においても、京都府薬物乱用防止指導員を3人選
出。薬物乱用に関わるセミナに参加して、学生へ注意喚起を
行っている。

・学生は毎年入れ替わる為、学生の法令順守に対する啓
蒙活動は今後も継続していく必要がある。

・違法改造、道路交通法に関するもの、未成年の飲酒、喫
煙。更に昨今問題となっている違法薬物防止についても周
知徹底の為の活動を継続しいていく。

・トクリュウ（匿名・流動型犯罪グループ）による特殊詐欺や
SNS型投資・ロマンス詐欺、強盗などを敢行する犯罪組織
に加担しないように注意喚起を行っていく。 a.国土交通省監査関係書類

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料

9-2
職業実践専門課程の認定要件
を満たし、適正な教育運営を
行っているか。

3

・自動車整備科、一級自動車工学科は職業実践専門課程の
認定要件を満たし、適正な教育運営を行っている。

・自動車整備・ボディリぺア科、自動車整備・カスタマイズ科に
ついては2021年度に承認され、適正な教育運営を行ってい
る。

・(産学連携)企業数社と連携しての授業実施。また、自動
車整備・カスタマイズ科車両製作の支援など、連携は広
く、深くなってきている。今後も更に有益な連携ができる企
業を模索していく。

・国際オｰトメカニック科は2026年度に第1期が卒業するた
め、2027年度申請予定。

・2026年度に新しい協賛企業としてジャトコが、連携を提案
頂き、活動を開始。

a.職業実践専門課程申請関係書類

【3】学納金

【1】財務基盤

【2】予算・収支計画

【3】監査

【4】財務情報の公開

基準8　財務

【2】入学選考

【1】関係法令、設置基準等の遵守

【2】職業実践専門課程認定要件

基準9　法令等の遵守
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点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

9-3
学校が保有する個人情報に関
する対策を実施しているか。

4

・統一の教務・学務のシステムでは、適切なアクセス権が設定
され、不必要なデｰタへのアクセスができないようになってい
る。

・教職員には、情報セキュリティや、個人情報保護に関する教
育を通じ、情報の重要性、扱いの注意を徹底している。

・外部に対しても、学生・保護者を含め、情報管理方針を明示
し、対応を明確にしている。

・学生に対するＳＮＳによる不適切動画の危険性などの啓発活
動により、大きなトラブルは無い。

・引き続き、教職員向けの情報セキュリティ勉強会など教
職員に対する啓蒙活動を行っていく。

・学生のＳＮＳ関連のトラブルのリスクの存在は変わっていな
いが、啓蒙教育及び注意喚起を継続していくことで、問題
の発生を防ぎたい。

a.個人情報管理方針(学校ホーム
ぺージ)
b.人事規定(機密保持)
c.情報セキュリティスタンダｰド
d.学生個人情報の取扱に関する同意
書

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

4

・学校の自己点検評価は2013年度から、学校関係者評価は
2014年から実施している。第三者評価についても2016年度に
全国自動車大学校・整備専門学校協会(JAMCA)の実証実験
事業において実施。

・2025年度も6月に学校関係者評価を実施。いただいたご
意見を学校教育に織込むと共に、報告書を学校学校ホー
ムぺージに掲載している。

・2022年度までは自動車課と車体課を別日程で実施してい
たが、相互意見交換の必要性を鑑みて、2023年度より合同
で開催している。

a.自己点検結果(学校ホームぺージ)
b.学校関係者評価結果(学校ホーム
ぺージ)

車体 4

・2021年6月に、車体系企業・団体の代表の方を学校関係者
評価委員に加え、車体学校関係者評価委員会を実施。

・2025年6月の学校関係者評価委員会において、自動車整
備・カスタマイズ科でのカスタムカｰの車両製作を通しての
人財育成などについて貴重なご意見をいただき、年ｰ人材
育成力の向上、制度の高い車両の政策に取り組むことがで
きるようになった。

・2022年度までは自動車課と車体課を別日程で実施してい
たが、相互意見交換の必要性を鑑みて、2023年度より合同
で開催している。

a.学校関係者評価委員会名簿
b.自己点検結果(学校ホームぺージ)
c.学校関係者評価結果(学校ホーム
ぺージ)

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

9-5
教育情報に関する情報公開を
積極的に行っているか。

4

・教育情報についても学則・カリキュラム・シラバス・資格取得
実績・就職率等、2014年度から学校ホームぺージにて公開し
ている。

・2023年度に学校ホームぺージを刷新し、より情報公開ペｰジ
にアクセスしやすようなペｰジ構成としている。

・2018年度より学校教育の理解促進のために、より詳細な
情報として合格率・就職率・学生数等、の詳細情報を開示
している。(年度別・個別詳細等)

a.学校ホームぺージ(学則・カリキュラ
ム・シラバス等)

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

10-1
学校の教育資源を活用した社会
貢献・地域貢献を行っているか。

4

・地元企業、関係団体の要望に対して、積極的に保有施設・
設備の貸し出しや、当大学校で可能な講座の提供を行ってい
る。

・高校・中学からの講演要請等にも、自動車関連企業と連携し
て、その要請に応えており、その活動範囲は広がりつつある。

・近年は近隣の方ｰへの学校イベントの告知や誘引を学生が
主体的に行っており、地域とのコミュニケｰション醸成が図られ
ている。

・【高校・中学】職業教育への支援(出前講演会、出前体験授
業、学校見学受入れ、学内体験授業)

・【企業】地元企業の新入社員に初級整備技術教育の実施
・【企業】地元企業の整備技術大会への人的・物的支援、学生
見学の実施
・【企業】販売店へ保有教材車両を持ち込んで販売店イベント
に協力

・【団体】整備振興会開催のオｰトフェスタ等イベントへの人
的・物的支援及び学生の参加
・【団体】板金塗装関係団体の技術大会への人的・物的支援
・【団体】国家試験会場として学校施設・設備を提供

・【地元地域】学生が主体的に地元幼稚園に働きかけを行い、
学園祭にて園児ミニ四駆体験などのイベントを開催し盛況と
なった。

・学園祭等を利用して高校・企業・団体・地元地域との関わ
りを深くすることで、地域活動への参画を増やし、社会性を
校内に取り込み教育の質を向上することに繋げていく。

・地元、中学校との繋がりを深めて、中学校での授業の一
部を当大学校学生が協力できるようになった。中学からの
依頼、高校の職業体験等の依頼が増えてきており、可能な
限り対応を進めていきたい。

点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

10-2-1
学生のボランティア活動を奨励
し、具体的な活動支援を行って
いるか。

3

・学校では、定期的に教職員とともに地域への清掃活動を継
続している。

・寮では、近隣のボランティア活動(公園清掃等)への参加を寮
生に呼びかけて実施している。

・鈴鹿サｰキットで開催されるレｰスにおいて、オフィシャル活
動を継続している。

・学生が自発的にボランティアに参加できるような機会の提
供を引き続き検討したい。

「23Day」と称し、毎月23日のホｰムルｰム前に、学生、教職
員の自発的参加者により地域清掃を実施している。

【5】教育情報の公開

【4】学校評価

【1】社会貢献・地域貢献

【2】ボランティア活動

基準10　社会貢献・地域貢献

9-4
自己点検評価、学校関係者評
価を適切に行っているか。

【3】個人情報保護
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点検小項目 評価 現状認識・評価等 課題とその解決方向 参考資料・エビデンス

国際交流活動を行っているか。 3

・海外研修は2019年度より全員参加での実施は行っていな
い。主な国際交流はアジア系留学生との交流となっている。

・留学生も日本人と同じクラスで学校生活を送るため、自然と
日本人との交流が発生するが、昨今、留学生の増加により母
国が同じ留学生同士が集まる傾向があり、日本人との交流が
進まないことが課題。

・イベントを活用した学内の交流活動を実施している
　　新入生ウエルカムパｰティｰ
　　GT活動
　　学園祭
　　地域のお祭り
　　ボランティア活動　等

・留学生の増加に伴い、留学生と日本人学生との交流をよ
り図り、多様性を受け入れるマインドを育成したい。

・留学生には、学習を通して日本人と交流する機会を作り
たい。(日本人学生が留学生に日本語を教える、海外の料
理を食堂で提供していただく、等)

・2024年度に開設した国際オｰトメカニック科については、3
年次後期のカリキュラムに国際交流活動を設けている。具
体的には、外部の日本人へのアンケート調査を実施する。
そのため、日本の文化や礼儀作法の学習を深め、調査の
ための日本語習熟、また、実地調査でのコミュニケーション
などを通じて、学外の日本人とも交流できる仕組みとしてい
る。

・イベントを活用した学内の交流活動は今後も継続したい。
加えて、新たな交流の場となるような取り組みも引き続き模
索していく。

a.海外研修アンケｰト結果

【1】国際交流

基準11　国際交流【必要に応じて】
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